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GaAs や InGaP 等の III-V 化合物エピタキシャル成長層で構成される多接合型太陽電池は、変換

効率は高いが高価であるため、市場は宇宙用などの特殊用途に限られている。今後は、低コスト

化による普及拡大が課題となる。太陽電池が設置可能な面積が限られ、容易に電源コンセントに

アクセスできない用途には、高効率の太陽電池が必要とされる。 

宇宙ステーションや人工衛星の電力は太陽光発電で賄われており、高効率太陽電池にとって、

宇宙用途は既に確立された市場である。静止軌道衛星、低軌道衛星、その他惑星探査衛星等で、

今後の開発動向に応じた太陽電池への要求性能が具体的に示されている（表１）。宇宙用において

も、低コスト化が優先の課題となっているが、耐放射線性、耐環境性強化、軽量化等も重要な課

題である。次に期待される市場は、成層圏に停滞させる飛行体用の電源である。目的は人工衛星

と同様の通信網の構築であるが、より低い高度で地上と通信できるため高速で高密度な通信シス

テムが可能となる。人工衛星に比べてカバーできる地上エリアが縮小されるため多数の飛行体が

必要となり、太陽電池の市場拡大が期待できる（図１）。このような成層圏の飛行体には、高効率

で最軽量の太陽電池モジュール開発が必要とされるほか、蓄電池の軽量化や機体の飛行性能向上

等の多くの技術課題があるため、飛行体市場は開発途上にある。高効率太陽電池の市場拡大の最

終ゴールは、電気自動車への電源応用と考える。低炭素化社会の実現に向けた電気自動車の市場

拡大は約束されたものであるが、太陽電池搭載が必須であるわけではない。地上の充電システム

を通して、再生可能エネルギーで発電した電力を供給できるためである。電気自動車に搭載した

太陽電池により走行距離を十分に延長でき、充電をほとんど必要としないという利便性が得られ

れば、太陽電池搭載の意義は大きくなる。今後は、車載太陽電池の高効率化と軽量化、設置面積

拡大が課題となる。無論、高性能化と共に大幅な低コスト化が要求される（図１）。 
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図１ 市場規模拡大のイメージ 

表１ 用途別、太陽電池への要求性
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